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この PDF 版は、山海堂の雑誌「土木施工」の連載講座として、1974.4～1976.9 の足掛け三年、19 回

に分けて連載したもののコピーです。この元になった資料は、筆者が名古屋大学の助教授時代、大学院

学生を対象としたセミナーを目的として集めた資料です。連載の完結を待って、全体を通した講義テキ

ストとしてコピー版を作り、その後のセミナーの受講学生に配布してきました。連載中は、多くの方か

らの反響がありました。しかし、雑誌の記事は、著作権で保護されているとは言え、一過性の情報の性

格がありますので、読者が図書館などでのランダムな検索の手段で見つけることができません。筆者と

しては、単行本の形式で発行できれば、と思ってはいましたが、1970 年代は、まだ原稿作成の電子化が

未開発でしたので、余分な作業に手を割くことができませんでした。 

 

2010 年度から、出版関係は電子出版を模索した努力をする時代に入りました。電子出版のアイディア

は古くからあったのですが、安価な携帯端末が利用できるようになって、読書の形式が多様になってき

ました。実を言うと、この傾向は 10 年前から予測されていました。筆者は、この先取りとして、三種

類の発表形式を試してきました。一つ目は、雑誌の記事としての形式です。この書式は、通常、B5版２

段組みです。この原稿には、MS-Word で A4 版一段組みで作成してきましたが、そのままで体裁のよいレ

ポート形式になるように注意して編集しています。雑誌型式と異なるのは、カラー版のイラストや写真

が使えることです。この形式のままインターネット上で発信するものが二つ目の形式の PDF 版です。す

こしページ数が多くなりますが、ユーザは、これをダウンロードして印刷して見ることができます。プ

リンタをお持ちでなければ、原稿ファイルを USB にして持ち込めば、簡易製本までサービスしてくれる

街中の印刷屋さんが見つかりようになりました。 

 

三つ目は、パソコンの画面でランダムに項目がアクセスするように、章・節・項単位でリンクを張っ

た WEB 版です。この利用方法を考えて、筆者の原稿は、約 600 字程度のパラグラフ単位分けて、インタ

ーネットでのアクセス速度が速くなるように、一つのパラグラフがパソコンの一画面に入るようにして

あります。目次と索引とを参照すれば、かなり便利な検索が使えます。 

 

 この「土木工学と安全」では、上の三つ目の形式に代えて、写真版での発信方式を採用しています。

元になった原稿は、テキスト形式のファイルが全くありませんので、雑誌記事のページ単位をスキャナ

ーでグラフィックスデータとして取り込み、前後のページと目次とのリンク情報を付けただけの html

ファイルの集合にしてあります。これは、現在の時点で問題にしている電子出版の発信形式と同じです。

文字が読める最小の解像度で元の原稿を取り込むため、１ページ単位のグラフィックスファイルの寸法

として 200 KB 以下に抑えてあります。全体として 95 ページ分を一単位の PDF ファイルにするとアクセ

ルが重くなりますので、10 ページごとに分割して全部で 10 ファイルにしました。筆者が作成した種々

の技術資料の WEB サイトは、差し当たり下記にしてあります。 

http://www.nakanihon.co.jp/gijyutsu/Shimada/shimadatop.html 

 

 

（この冊子は、通しで全９５ページあります） 
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目  次 
 

この連載を始めるに当たって 
 

[Ⅰ] 安全の認識論 

 (1) 安全の認識＿＿(2) 安定と不安定＿＿(3) 安全と社会生活＿＿(4) 保障と補償＿＿(5)安

全の量的認識＿＿(6) 安全と信頼性＿＿(7) 安全と法律や基準＿＿(8)安全と人間の性格との

関わり合い＿＿(9)歴史の教訓 

 

[Ⅱ] 破壊や事故の調査と分析 

 (1) 証拠の収集＿＿(2) 記録の価値＿＿(3) 証言の信頼性＿＿(4) 経過の追跡＿＿(5) 調査の

組織とテクノロジーアセスメント 

 

 事例研究資料   事故や災害の現場調査の進め方 

  (1) 現場調査の計画 

(2) 現場の観察 

(3) 聞き込みと設問 

(4) 資料の採取・発掘 

(5) 復元 

(6) 資料の価値判断 

(7) 原因の判定 

(8) 現場の解除 

(9) 資料の管理訓 

(10) 調査のまとめ方 
   ⅰ 専門的な記録、データ、統計数値、資料など 

ⅱ いわゆるドキュメント、記録報告に類するもの 

ⅲ 総括、論評、抄録、解説に類するもの 

ⅳ 随筆、感想文、小説、ドキュメンタリーの類 
  (11) 調査委員会の運営の方法 

   ⅰ 委員会の位置づけ 

ⅱ 委員会の構成 

ⅲ 委員会の招集 

ⅳ 予算措置 

ⅴ 討議のまとめ 
 

[Ⅲ]. 安全の対策 

 (1) 教育の方法とその評価＿＿(2) 組織と責任＿＿(3) 自己補償的システム信頼性の検出＿＿

(4) 信頼性の評価＿＿(5) 異常の検出＿＿(6) 並列システム＿＿(7) 安全を目的とするための

基準や製薬の意義＿＿(8) 基準はだれが定めるべきか＿＿(9) 保護制度は安全対策の有効か＿

＿(10) 人間の役割とその限界＿＿(11) 監視と信頼＿＿(12) 検査と処置＿＿(13) 異常の場合

の救済 

 

参考資料 その１ 

 Ａ．地震＿＿Ｂ．ダム災害＿＿Ｃ．流土・雪崩＿＿Ｄ．橋梁・鉄塔＿＿Ｅ．航空機事故＿＿ 

Ｆ．船舶火災・爆発・海難＿＿Ｇ．海洋構造物＿＿Ｈ．大気汚染＿＿Ｉ．安全性其の他 
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[Ⅳ] 破壊と安全率とのかかわり合い 

 (1) 破壊の定義と認識＿＿(2) 設計理論と破壊のモデル＿＿(3) 荷重の意味＿＿(4) 寸法効果

と相似性＿＿(5) 伸び性能（ダクティリティー）＿＿(6) 衝撃率とたわみ制限との関係＿＿(7) 

疲労の見積もり＿＿(8) 信頼性と安全率 

 

[Ⅴ] 橋梁の進歩と破壊の歴史 
 はじめに＿＿(1) テイ橋の落橋＿＿(2) ケベック橋の崩壊＿＿(3) ブルックリン吊橋と潜函病

＿＿(4) タコマ吊橋の落橋＿＿(5) 最近の橋梁事故の展望 

 

[Ⅵ] コンクリート構造物の破壊 
 (1) コンクリート進歩の歴史＿＿(2) コンクリート示方書の意義＿＿(3) 地震とコンクリート

構造物＿＿(4) コンクリートの耐久性と安全＿＿参考資料とその解説 

 

[Ⅶ] 土と水とに関連する災害や事故 

 はじめに＿＿(1) 地滑り（ビオント・ダムノ地滑り、マルパセ・ダムの崩壊）＿＿(2) 崖くず

れ、山くずれ＿＿(3) 土工事における事故＿＿(4) 地盤沈下や不等沈下 

 

[Ⅷ] 疲労と脆性破壊 

 (1) 脆性の考え方＿＿(2) ハッセルト橋の崩壊＿＿(3) その他の著名な脆性破壊＿＿(4) ボイ

ラーの破壊＿＿(5) 疲労による脆性破壊＿＿(6) コメット機の墜落事故＿＿(7) コンクリート

構造物と疲労 

 

[Ⅸ] 振動の問題 

 (1) 振動と安定問題＿＿(2) 振動による疲労 

 

[Ⅹ] 構造物の非破壊検査 

 (1) 直接検査の方法＿＿(2) 間接検査の方法＿＿(3) 構造物の応力測定の手法＿＿(4) 構造物

の健康診断＿＿(5) 振動測定の応用 

 

付録 事故災害年表(1974 迄) 
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用語索引 
 

英字 
 

fail safe     35 

safety       3 

security       3 
 

あ行 
 

アポロ計画    4, 27 

アンケート調査    15 

圧密沈下      71 

安全       1, 3 

安全対策    3, 6, 39 

安全第一      40 

安全標語      24 

安全率     1, 43, 51 

安定        2 

イタイイタイ病    38 

委員会      21 

異常       26 

遺跡発掘      19 

石橋を叩いて渡る    3, 78 

ウエストゲート橋   56 

ウォーターハンマ   75 

エッフェル     46, 53 

円弧すべり     68 

オペレーションズ・リサーチ 

        38 

応急橋（ベイリー橋）  28 

応力集中      76 

応力測定      82 

遅れ破壊      80 
 

か行 
カールソンメータ   82 

カルマン渦     55, 79 

可撓性(flexible)    3 

火災報知機     27 

荷重       45 

過失      9, 32 

霞ヶ関ビル     49, 66 

会計検査院     38 

海難       41 

崖くずれ      68, 70 

学習        2 

環境医学      34 

環境汚染       2 

環境破壊      39 

監視       34 

間接検査      80 

賭        5 

危険       1, 

危険の数量化    45 

基準       6 

規格       29 

記録       13 

救済       30, 39 

強度       44 

業務上の過失     8 

極限設計      44 

禁欲        6 

クリープ      67 

偶然       1, 4 

群集       34 

ケベック橋     53 

経過       15 

経験        2 

健康診断      83 

建築基準法     29 

検査       37 

原子力       2 

ことわざ       9 

コメット機     77 

コンクリート示方書  63 

コンクリート年表   58 

駒宮功額      85 

古文書      14 

公害       29 

口述書      15 

考古学      19 

降伏点      43 

高張力ボルト    48 

国家保険      31 
 

さ行 
座屈       16 

再現性      51 

災難        3 

システム       6 

システムエンジニア  35 

システムズアナリシス  38 

使用限界      43 

事故       11 

事故率       6 

時間的要素      5 

自己補償形     37 

自己立証的     25 

自然災害      68 

実験計画法     45 

実物強度試験    44, 80 

寿命試験      50 

宗教的禁制      1 

衝撃率      49 

証拠       11 

証言     11, 13, 14 

信頼       24 

信頼性     6, 26, 51 

信頼性工学     27, 50 

信頼性理論    4, 38 

信頼率       6 

振動       78, 83 

振動の周期      2 

寸法効果      47 

世界三大落橋事故   52 

正確性      26 

正副システム    27 

静的安定       2 

脆性材料      48 

脆性破壊      16, 74 

責任       24 

設計法      44 

設計理論      44 

戦争        3 

潜函病      54 

塑性設計      45 

相似性      47 

促進試験      50 

損害保険      31 
 

た行 

ダクティリティ    48 

タコマ吊橋     46, 55 

タブー       3 

たわみ制限     49 

高木家古文書    14 

対策        6 

耐久性      50, 67 

耐爆橋梁      28 

代償        7 

チェックリスト    24 

地すべり      68 

地震       66 

地震計      14 

地盤沈下      71 

超高層ビル     49 

直列システム    27 

津波       27 

テイ橋     9, 46, 52 
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テクノロジーアセスメント 

        16 

低温脆性      74 

帝王学       36 

適正規模      34, 38 

鉄道橋       9 

天災        3 

転倒        2 

とび職      71 

土工事      71 

東京都新公害防止条令  30 

動体視力      34 

動的安定      2, 3 

道徳的規制      6 
 

な行 

ナイロンザイル    80 

雪崩       70 

人間工学       8 

人間工学      34 
 

は行 

ハイブリッド構造   49 

ハッセルト橋    74 

ハムラビ法典     7 

破壊      2, 11, 43 

賠償責任      29 

爆発       16 

ビオント・ダム    69 

ピサの斜塔     72 

ヒューズ       4 

疲労     50, 67, 76 

非破壊検査     37, 80 

飛騨川バス転落事故  32, 70 

フィードバック    25 

フェイルセーフ    27 

フォース橋     53 

フライトレコーダ   14 

ブラックボックス   35 

ブルックリン吊橋   54 

ペンストック    75 

不安定       2 

不等沈下      71 

不文律       6 

復元      4, 19 

ボイラー      76 

平和        3 

並列システム    27, 39 

閉所恐怖症     71 

保険     3, 4, 31 

保障        4 

補償       3, 4 

崩壊       43 

法則性       1 

法律        6 

傍証     13, 14, 15 

冒険       2, 5 
 

ま行 
マイクロフイルム   14 

マルパセ・ダム    69 

万代橋      34 

武藤清      66 

無過失責任      7 

無過失賠償責任    29 

無知        2 

摸形       81 
 

や行 

山くずれ      68, 70 

弥彦神社      34 

ゆとり      28 

吉田徳次郎     45, 57 
 

ら行 

リーダース・ダイジェスト 

        40 

量的評価       5 

歴史の教訓      9 

ロイド規格      7 

労働安全衛生法    31 

労働基準法     31 
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